










に知識として獲得するだけではなく，「ひと • もの • こと」という具体的な対象とかかわらせる中で認
識され，追究していく過程を通して深化していくものであると考える。それぞれの子どもが課題に向
かって多様な視点で考えて話し合うことを大切にしていく 。そのような話し合いの中で，子どもは対














また，課題の設定情報の収集， 整理 ・分析，まとめ ・表現を発展的につないでいく探求のプロセ

























＇ び r--7 I 
育てたい資質や能力及び態度
自分の考えをつくり出すカ
ーヽ ＇ 一 ニ＼ ヽヽヽ









































課題解決 体の見通しをもっ だして追究する 野から課題を見いだ
て学ぶ して追究する
友だちの考えにか 多様な考えに進んで 多様な考えに進んで
































三 翌珪． • 分キ斤
ー日常生活や社会に自
を向け．児室が自ら課
題を設定する。
●探究の過程を経由する。
＠涵題の諒定
eツ膚幸Bの瞑集
逗国・ケ桁
＠まとめ・表璃
図1 探究のプロセス
② ひとり学習を全体学習につないでいく
●自らの者えや課題
が新たに更新され．
探究の過程が繰り返
される。
魅力的な学習教材と出合い， 一つの事象について真剣に向かうことで個々の課題が生まれ，ひとり
学習の質が高まっていく 。学びの質を高めていくためには，子どもがどのようなひとり学習をしてい
るのかを教師がしつかりみとり，必要な支援をすることが大切である。
子どもが学びを進めているノートや作文，発言から個々の学びをみとり，子どもたちの変容を把握
していく 。個々で調べていることにコメントをし，個に応じた支援をすることで，子どもの学びを深
め，全体学習へとつないでいく。
③ 思考ツールを活用した対話の充実
対話において，他者の考えを聞いて，自分の考えと照らし合わせることを大切にしていく 。自分の
考えを視覚的に整理分析するために様々な思考ツールを活用していく 。
子どもたちが様々な「問い」を自分自身や仲間に投げかけ，課題について真剣に向き合い，より豊
かな学びを創っていける学習をめざしたい。
4. 研究の評価
総合においては，自己の変容を可視化するために，単元の導入 ・活動の節目 ・終末に作文を書いて，
自らの変容を確かめるようにした。一人ひとりが個人ファイルに調べてきたことや考えを蓄積してい
くことで，新たな課題を見つけ，学びを深めるようにした。そして，教師は，子どものひとり学習を
個人ファイルや発言などでみとるとともに，その変容を把握し，個々の学びを評価した。全体学習で
は，互いの考えを伝え合う活動を通して，話し合いによる学びの質の深まりをみとり，評価する。ま
た，学習の流れ，個人の思いが可視化できるように，板書のエ夫や振り返りの作文を書かせることで，
自己への認識を更新し，新たな視点で思考することができる子どもが育った。
何より も自己の生き方を更新していくために，ほんまもん体験を取り入れた探究のプロセスを大切
にして学んだ。それにより，学ぶことに楽しみを感じ，間い続け学び続ける子どもが育った。
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